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あ
る
人
に
「
何
と
読
む
の
で
す
か
」
と
尋
ね

ら
れ
、
諸
井
國
三
郎
先
生
が
書
か
れ
た
「
朝
お

木　

正
志
木　

働
ら
木
」
の
額
が
居
間
に
掛
け

て
あ
る
の
に
気
が
付
い
た
。
「
朝
起
き
」「
正
直
」

「
働
き
」
は
、
少
年
会
の
歌
に
も
あ
る
よ
う
に
、

小
さ
い
時
か
ら
聞
か
さ
れ
て
き
た
よ
く
知
っ
て

い
る
お
道
の
教
え
で
あ
る
。

　

「
朝
起
き
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
日
が
上
が

る
時
に
目
を
覚
ま
す
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

が
、
今
は
仕
事
も
多
様
化
し
て
、
24
時
間
の
仕

事
も
珍
し
く
な
い
た
め
、
ピ
ン
と
こ
な
い
人
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
朝
は
十
月
十
日
と
書
き
、

旬
満
ち
て
母
親
か
ら
生
ま
れ
る
理
、
始
ま
る
理
。

本
部
の
お
つ
と
め
が
日
の
出
に
合
わ
せ
て
勤
め

る
こ
と
も
併
せ
て
考
え
る
と
、「
朝
起
き
」
と
は
、

一
日
の
始
め
に
あ
た
り
、
感
謝
の
心
で
始
め
る

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
朝
起
こ
さ

れ
る
の
と
、
人
を
起
こ
す
の
と
で
は
、
大
き
く

徳
、
不
徳
に
分
か
れ
る
で
」
と
も
教
え
ら
れ
る
。

１
日　

役
員
会
議
（
10
時
）

６
日　

学
生
担
当
委
員
会
例
会 

 
 

（
19
時
30
分
）

13
日　

女
子
青
年
例
会
（
10
時
）

 

〃 

　

青
年
会
「
三
年
千
日
勉
強
会
」
（
14
時
）

 

〃　

 

災
救
隊
例
会
（
18
時
）

27
日　

少
年
会
例
会 

（
18
時
）

29
日　

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー 【

４
月
分
】

行 

事 

予 

定

鈴 

木 

真 
喜

婦
人
会
主
任　
　

　
　
　
　
　

年
祭
に
向
か
っ
て
努
力
と
丹
精
を

　

教
祖
140
年
祭
へ
の
三
年
千
日
の
活
動
も
２
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
天
理
時
報
を
読
ま
せ
て
頂
い
た
り
、
周
り
の
方
々
の
熱

心
に
活
動
さ
れ
て
い
る
様
子
を
見
聞
き
致
し
ま
し
て
、
心
の
励

み
に
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

さ
て
、
本
年
４
月
19
日
、
教
会
本
部
中
庭
に
於
い
て
、
「
天

理
教
婦
人
会
第
106
回
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
式
典
で
は
、

真
柱
様
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
致
し
ま
す
。
お
ぢ
ば
に
帰
参

さ
れ
る
方
も
さ
れ
な
い
方
も
、
真
柱
様
の
お
言
葉
を
心
に
治
め

て
、
三
年
千
日
を
勇
ん
で
通
ら
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

婦
人
会
で
は
、
本
年
も
昨
年
と
同
様
に
、

　
　

成
人
目
標　

　
　
　

「
ひ
な
が
た
を
た
ど
り

　
　
　
　

陽
気
ぐ
ら
し
の
台
と
な
り
ま
し
ょ
う
」 　

　
　

活
動
方
針

　
　
　

「
教
祖
140
年
祭
に
向
か
っ
て

　
　
　

 

育
つ
努
力
、
育
て
る
丹
精
に
徹
し
よ
う
」

　
　
　

 

・
元
な
る
思
召
を
伝
え
広
め
よ
う

　
　

 
 
 

・
老
い
も
若
き
も
お
た
す
け
の
喜
び
を
味
わ
お
う

と
、
お
示
し
頂
い
て
い
ま
す
。

　

婦
人
会
員
の
年
齢
層
は
、
高
校
生
か
ら
の
幅
広
い
も
の
と
な

り
ま
す
。
『
老
い
も
若
き
も
』
と
は
、
そ
の
人
そ
の
人
に
出
来
る

お
た
す
け
や
、
教
祖
の
ひ
な
が
た
の
歩
み
方
が
あ
る
と
い
う
事

で
す
。
年
齢
を
重
ね
た
か
ら
と
か
、
若
い
か
ら
出
来
な
い
と
決

め
つ
け
ず
、
自
分
な
り
に
出
来
る
事
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
大

切
と
思
い
ま
す
。
教
区
婦
人
会
で
は
、
次
代
を
担
う
方
々
の
育

成
と
し
て
、
「
女
子
青
年
親
睦
会
」
「
後
継
者
勉
強
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
教
区
内
で
の
親
交
を
深
め
、
お
互
い
励
ま
し
合
う
場

に
し
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
『
元
な
る
思
召
』
と
は
、
「
親
神
様
は
、
私
達
人
間
の

陽
気
ぐ
ら
し
を
す
る
の
を
見
て
、
共
に
楽
し
み
た
い
と
思
し
召

さ
れ
、
こ
の
世
と
人
間
を
お
創
り
下
さ
れ
た
」
と
聞
か
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
元
を
知
る
に
は
、
原
典
を
紐
解
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
６
月
30
日
に
開
催
す
る
「
岩
手
教
区

婦
人
会
員
の
集
い
」
で
は
、
教
え
を
深
く
身
に
つ
け
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、「
十
全
の
守
護
と
お
つ
と
め
」
と
題
し
て
、
加
藤

昌
弘
前
教
区
長
先
生
よ
り
ご
講
話
を
頂
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
教
区
婦
人
会
活
動
の
上
に
、
ご
理
解
ご
協
力
下
さ

い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

い
ず
れ
、
朝
起
き
の
人
は
時
間
を
守
る
と
も
言

え
る
。

　

「
正
直
」
に
つ
い
て
は
、「
陰
で
よ
く
働
き
、
人

を
ほ
め
る
は
正
直
」
と
教
え
ら
れ
る
。
と
か
く

人
の
見
て
い
る
時
は
頑
張
り
、
人
が
い
な
い
時

は
手
を
抜
き
が
ち
な
も
の
。
人
の
見
て
い
な
い

時
こ
そ
誠
を
尽
く
す
姿
を
受
け
取
っ
て
下
さ
る
。

人
の
運
命
は
陰
の
徳
で
決
ま
る
。

　

「
働
き
」
は
「
は
た
は
た
の
者
を
楽
さ
す
か
ら

は
た
ら
く
と
い
う
の
や
」
と
教
え
ら
れ
、「
人
間

は
は
た
ら
く
た
め
に
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た

の
や
で
」
と
も
聞
か
せ
て
頂
く
。
身
の
周
り
の

人
の
幸
せ
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
、
本
来
の
人

と
し
て
の
在
り
方
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
再
建
が
必
要
な
会
社
に
は
次
の

共
通
点
が
あ
る
と
の
こ
と
。
一
つ
朝
の
出
勤
状

態
が
悪
い
。
二
つ
会
議
で
は
ほ
か
の
人
の
悪
口

ば
か
り
が
出
る
。
三
つ
自
分
の
仕
事
し
か
し
な

い
。
ほ
か
の
人
、
部
署
が
困
っ
て
い
て
も
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
す
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
「
朝
起

き
」
「
正
直
」

「
働
き
」
が
出

来
て
い
れ
ば
、

会
社
も
良
い

方
向
に
向
く

と
い
う
こ
と

に
な
る
。
「
朝

起
き
」「
正
直
」

「
働
き
」
と
い

う
大
変
や
さ
し
く
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
お
教

え
下
さ
る
教
祖
の
教
え
は
、
正
し
く
全
て
に
通

ず
る
真
実
の
教
え
で
あ
る
。

　

忘
れ
か
け
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
額

を
見
て
、
心
正
し
て
過
ご
し
た
い
も
の
だ
。

※
今
月
号
よ
り
信
仰
随
想
の
連
載
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
ご
執
筆
下
さ
る
の
は
、
前
教
区
長
加

藤
昌
弘
先
生
、
櫃
割
孝
美
先
生
、
吉
澤
正
人
先

生
の
お
三
方
で
す
。

高 

橋　

紀 

之 

さ
ん
〔
83
歳
〕

　

盛
岡
支
部
・
園
岩
分
教
会
長

　

令
和
６
年
３
月
５
日
出
直
さ
れ
た
。

訃　
　

報

「
朝
起
き
、
正
直
、
働
き
」　

・

・

信
仰
随
想

ほ

う

　
　
　
　ら

く

法

　楽

前
岩
手
教
区
長

　
　
中

田

俊

次

信
仰
随
想

前
岩
手
教
区
長

　
　
加 

藤 

昌 

弘

せ

　い

　
　
　
　
　し

　ん

誠

　心

信
仰
随
想

前
岩
手
教
区
長

　
　
加 

藤 

昌 
弘

せ

　い

　
　
　
　
　し

　ん

誠

　心

信
仰
随
想

前
岩
手
教
区
長

　
　
加 

藤 

昌 

弘

せ

　い

　
　
　
　
　し

　ん

誠

　心
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教
区
青
年
会
は
、
去
る
３
月
10
日
（
日
）
、
三

陸
支
部
の
大
槌
町
吉
里
吉
里
海
岸
海
水
浴
場
に

於
い
て
、
「
３
・
11
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
～
あ
の
日

を
忘
れ
な
い
～
」
を
実
施
し
、
会
員
ら
５
人
が

参
加
し
た
。

　

晴
天
の
ご
守
護
の
も
と
、
親
神
様
、
教
祖
、
祖

霊
様
を
遥
拝
後
、
村
松
義
朗
教
区
青
年
会
委
員

長
よ
り
、
「
海
岸
清
掃
ひ
の
き
し
ん
を
通
し
て
、

東
日
本
大
震
災
発
災
当
時
に
思
い
を
馳
せ
、
被

災
地
に
心
を
寄
せ
続
け
て
い
こ
う
」
と
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
清
掃
ひ
の
き
し
ん
を
実
動
し
た
青

年
会
員
ら
は
、
砂
浜
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
震
災
を
忘
れ
ず
通
ら
せ
て
頂

く
こ
と
を
会
員
同
士
で
確
認
し
合
い
、
解
散
後

そ
れ
ぞ
れ
帰
路
に
つ
い
た
。

　

教
区
献
血
推
進
委
員
会
は
、
去
る
３
月
１
日

（
金
）
、
教
務
支
庁
を
会
場
に
、
岩
手
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
所
長
増
田
友
之
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
献
血
推
進
研
修
会
」
を
開
催
し
、
教
区
役

員
と
各
支
部
よ
り
９
人
が
参
加
し
た
。

　

増
田
講
師
は
、
献
血
の
歴
史
的
背
景
や
目
的

な
ど
、
血
液
事
業
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
、「
血
液
は
人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き
な

い
」「
採
血
し
た
血
液
は
日
数
が
も
た
な
い
」「
一

日
約
３
千
人
が
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
」「
20

代
30
代
の
献
血
者
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
」「
今

後
輸
血
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
は
ま
す
ま
す
増

加
す
る
」
な
ど
を
再
認
識
し
、
さ
ら
な
る
献
血

推
進
活
動
の
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
た
研
修
会
と

な
っ
た
。

　

教
区
青
年
会
は
、「
三
年
千
日
勉
強
会
」
を
左

記
の
要
項
で
実
施
し
ま
す
。
昨
年
に
続
き
２
回

目
と
な
る
今
回
の
勉
強
会
で
は
、
本
会
の
基
本

方
針
の
一
つ
で
あ
る
、
「
教
え
に
基
づ
く
対
話
」

に
重
点
を
お
き
、
昨
年
11
月
25
日
に
開
催
さ
れ

た
、「
第
97
回
天
理
教
青
年
会
総
会
」
に
お
け
る

青
年
会
長
様
の
お
話
を
も
と
に
し
て
、
対
話
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
青
森
教
区
青
年
会
委

員
長
を
お
招
き
し
、
両
教
区
の
会
活
動
の
意
見

交
換
も
行
い
ま
す
。
教
区
青
年
会
同
士
の
親
交

を
深
め
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

各
支
部
よ
り
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

　

日　

時　

４
月
13
日
（
土
）
14
時
〜
16
時

　

会　

場　

教
務
支
庁

　

内　

容　

対
話
、
神
名
流
し

　

持
ち
物　

ハ
ッ
ピ
、
筆
記
用
具

　

申
込
み　

村
松
義
朗
委
員
長
迄

　
　
　

（
０
８
０
‐
５
５
５
３
‐
３
１
６
０
）

　

「
青
年
会
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
」
報
告

「
三
年
千
日
勉
強
会
」
【
４
月
13
日
】　

　

５
月
３
日
10
時　
　

岩
盛
分
教
会

　

５
月
４
日
９
時
半　

岩
手
教
務
支
庁

　

５
月
５
日
６
時
半　

盛
岡
市
大
通
り
周
辺

　

５
月
16
日
９
時
半　

も
り
お
か
こ
ど
も
病
院

　

５
月
18
日
９
時　
　

老
人
ホ
ー
ム
あ
ん
づ
の
里

【
三
陸
支
部
】

　

４
月
29
日
６
時
半　

吉
里
吉
里
駅
前
公
園　

 

　
　

 

〃 

　

９
時
半　

山
田
町
荒
神
海
水
浴
場

　
　

 

〃 

　

９
時
半　

釜
石
市
八
雲
公
園

　
　

 

〃 

　

９
時
半　

国
立
公
園
浄
土
ヶ
浜

【
花
巻
支
部
】

　

４
月
29
日
７
時
半　

城
山
公
園

　
　

 

〃 

　

９
時　
　

花
巻
小
学
校

　
　

 

〃 

　

９
時
半　

北
上
市
第
１
分
団
第
１
部

　
　

 

〃 

　

10
時　
　

遠
野
市
鍋
倉
公
園

【
奥
州
支
部
】

　

４
月
29
日
８
時
半　

国
保
金
ケ
崎
診
療
所

　
　

 

〃 

　

８
時
半　

Ｊ
Ｒ
陸
中
折
居
駅

　
　

 

〃 

　

10
時　
　

江
刺
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
県
南
支
部
】　
　
　
　

　

４
月
29
日
10
時　
　

愛
与
布
教
所
周
辺

　
　

 

〃　

 

10
時　
　

吉
野
森
公
園

　
　

 

〃 

　

10
時　
　

陸
前
高
田
大
野
海
岸

　
　

 

〃 

　

10
時　
　

桜
保
育
園

　
　

 

〃　

 

10
時　
　

特
老
ホ
ー
ム
ひ
な
た
苑

　

教
祖
140
年
祭
に
向
か
う
年
祭
活
動
２
年
目
に

教
信
者
が
よ
り
集
っ
て
互
い
に
勇
ま
せ
合
い
、

一
人
ひ
と
り
が
日
頃
か
ら
ひ
の
き
し
ん
を
実
践

す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
勇
ん
で
つ
と
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

 
 
 

　

 
 

ー　

会 

場 

一 

覧　

ー

【
九
戸
支
部
】

　

４
月
28
日
９
時
半　

野
田
村
立
野
田
小
学
校

　

４
月
29
日
８
時
半　

洋
野
町
立
中
野
小
学
校

　
　

 

〃 

　

９
時　
　

川
尻
海
岸

　
　

 

〃 

　

９
時
半　

陸
中
戸
田
分
教
会

　
　

 

〃 

　

10
時　
　

洋
野
町
立
大
野
小
学
校

【
二
戸
支
部
】

　

４
月
29
日
６
時　
　

浄
法
寺
診
療
所

　
　

 

〃 

　

９
時　
　

田
代
平
道
路

　
　

 

〃 

　

９
時
半　

一
戸
町
河
川
公
園

　
　

 

〃　

 

10
時　
　

北
福
岡
分
教
会

　
　

 

〃 

　

11
時　
　

金
田
一
分
教
会
付
近

【
盛
岡
支
部
】

　

４
月
28
日
11
時　
　

山
崎
堀
切
地
区
河
川
公
園

　

４
月
29
日
９
時　
　

沼
宮
内
分
教
会

　
　

 

〃 

　

９
時
半　

盛
岡
城
跡
公
園

開
催
日　

立
教
187
年
６
月
１
日
（
土
）

会　

場　

三
陸
支
部　

釜
石
港
分
教
会　

10
時

　
　
　
　

奥
州
支
部　

岩
栄
原
分
教
会
９
時
半

開
催
日　

立
教
187
年
６
月
２
日
（
日
）

会　

場　

九
戸
支
部　

南
陸
中
分
教
会　

13
時

　
　
　
　

二
戸
支
部　

北
福
岡
分
教
会　

10
時

　
　
　
　

盛
岡
支
部　

教
務
支
庁　

９
時
45
分

　
　
　
　

花
巻
支
部　

花
巻
分
教
会　
　

13
時

　
　
　
　

県
南
支
部　

磐
井
分
教
会　
　

13
時

内　

容　

開
会
挨
拶
、
お
つ
と
め
、
諭
達
拝
読
、

　
　
　
　

教
会
本
部
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
会

　
　
　
　

場
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
閉
会
挨
拶

参
加
御
供　

３
０
０
円
（
中
学
生
以
下
不
要
）

※
会
場
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　

九
戸　

「
扉
開
い
て
」
視
聴

　
　
　
　

二
戸　

お
て
ふ
り
勉
強
会

　
　
　
　

盛
岡　

親
神
様
の
お
働
き
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

考
え
る

　
　
　
　

三
陸　

お
さ
づ
け
取
り
次
ぎ
実
修

　
　
　
　

花
巻　

「
教
祖
の
ひ
な
が
た
」
パ
ネ
ル

　
　
　
　
　
　
　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　

奥
州　

「
紙
芝
居
お
や
さ
ま
」
視
聴

　
　
　
　

県
南　

「
紙
芝
居
お
や
さ
ま
」
視
聴

青

年

会

「
献
血
推
進
研
修
会
」
開
催
報
告　

献
血
推
進
委
員
会

立
教
187
年
「
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
」

〜
成
人
の
旬　

一
手
一
つ
に
ひ
の
き
し
ん
〜

 

第
２
回
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」

　
　

 

ー 

岩
手
教
区
会
場
一
覧 

ー


